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公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

　
　
平
成
29
年
度
理
事
会
議
事
録
概
要

１　

開
催
年
月
日　

平
成
30
年
３
月
29
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

２　

開
催
場
所　

当
協
会
１
階　

講
堂

３　

出
席
理
事
数　

現
在
数
19
名
出
席　

４　

出
席
監
事
数　

現
在
数
２
名
出
席

５　

議
長
の
氏
名　

酒
井
忠
久
会
長

６　

議
長（
会
長
）が
定
足
数
を
確
認
し
、
本
会
議
の
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。

７　

議
案
の
審
議
と
議
決
結
果
等

第
１
号
議
案　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

柴
原
専
務
理
事
か
ら
資
料
１
に
基
づ
き
、
説
明
が
あ
っ
た
。

博
物
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
４
月
の
重
要
刀
剣
等
新
指
定
展
に
は
じ
ま
り
、
平
成
31
年
１

月
、
特
別
展
「
筑
前
左
文
字
の
名
刀
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

全
国
大
会
は
、
協
会
設
立
70
周
年
及
び
た
た
ら
操
業
40
周
年
を
記
念
し
て
11
月
24
日
・
25

日
の
２
日
間
、
刀
剣
博
物
館
及
び
第
一
ホ
テ
ル
両
国
を
会
場
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

発
表
会
事
業
は
、
二
〇
一
八
年
度
現
代
刀
職
展
と
し
て
、
作
刀
・
彫
金
・
刀
身
彫
り
の
部

（
旧
新
作
名
刀
展
）と
研
磨
・
外
装
の
部（
旧
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
発
表
会
）で
実
施
し
、

致
道
博
物
館
に
加
え
て
、
富
山
県
の
森
記
念
秋
水
美
術
館
で
も
巡
回
展
示
い
た
し
ま
す
。

保
存
・
特
別
保
存
審
査
は
、
本
年
度
は
昨
今
の
審
査
申
請
件
数
の
増
加
に
よ
り
、
審
査
受

付
か
ら
返
却
ま
で
相
当
日
数
を
要
し
て
い
る
現
状
及
び
厳
正
な
審
査
の
実
施
と
い
う
点
に

鑑
み
ま
し
て
、
刀
剣
は
６
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、
刀
装
・
刀
装
具
は
４
月
か
ら
の
３
か

月
毎
に
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
２
年
毎
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
特
別
重
要
刀
剣
等
審
査
は
４
月
に
、
重
要
刀
剣
等

審
査
に
つ
い
て
は
10
月
に
受
付
い
た
し
ま
す
。

予
算
に
つ
い
て
は
、
公
益
目
的
事
業
会
計
に
お
け
る
経
常
収
益
予
算
は
四
億
一
、四
二
五

万
円
余
と
し
ま
し
た
。
受
取
寄
付
金
は
、現
在
募
集
中
の
特
定
寄
付
金（
博
物
館
建
設
事
業
）

の
29
年
度
中
に
御
寄
付
い
た
だ
き
指
定
正
味
財
産
と
し
て
保
管
し
て
い
る
額
と
、
30
年
中

の
御
寄
付
の
合
計
に
な
り
ま
す
。経
常
費
用
は
四
億
六
、一
二
七
万
円
余
と
し
て
お
り
ま
す
。

新
博
物
館
の
減
価
償
却
費
が
高
額
に
な
る
た
め
、
経
常
増
減
額
は
四
、七
〇
〇
万
円
余
の

損
失
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

法
人
会
計
に
お
け
る
収
入
予
算
は
二
、五
七
〇
万
円
、経
常
費
用
予
算
は
二
、六
五
三
万
円
余

と
し
ま
し
た
。法
人
全
体
で
は
四
、七
八
五
万
円
余
の
損
失
を
見
込
む
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
は
異
議
な
く
可
決
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案　

平
成
30
年
審
査
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
全
員
か
ら
承
認
さ
れ
ま
し
た

第
３
号
議
案　

現
代
刀
職
展
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

旧
新
作
名
刀
展
で
あ
る
「
現
代
刀
職
展
」
作
刀
・
刀
身
彫
・
彫
金
の
部
審
査
要
領
第
２
条

第
３
項
で
「
運
営
委
員
は
理
事
会
で
選
任
し
、会
長
が
委
嘱
す
る
」と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

名
簿
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
度
か
ら
は
研
磨
コ
ン
ク
ー
ル
と
一
本
化
し

て
、同
様
に
運
営
委
員
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
上
の
説
明
が
あ
り
、

第
３
号
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案　

基
本
財
産
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て

柴
原
専
務
理
事
よ
り
、
こ
の
た
び
寄
贈
さ
れ
た
リ
ス
ト
の
う
ち
３
点
、
及
び
昨
年
竣
工
し

ま
し
た
刀
剣
博
物
館
の
建
物
を
基
本
財
産
に
登
録
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
５
号
議
案　

就
業
規
則
の
一
部
改
正
及
び
関
連
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

柴
原
専
務
理
事
か
ら
就
業
規
則
の
う
ち
現
法
令
に
そ
ぐ
わ
な
い
部
分
の
訂
正
や
現
法
令
で

必
要
な
規
則
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
諸
規
程
の
改
正
及
び
関
連
規
程
の
制
定
に

つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案　

そ
の
他
に
つ
い
て

そ
の
他
に
つ
い
て
は
酒
井
会
長
か
ら
、
現
在
細
川
護
煕
、
德
川
恒
孝
両
氏
に
は
名
誉
顧
問

と
し
て
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
顧
問
の
蟹
江
英
吉
氏
、
相
沢
英
之
氏
、
上
杉
光
弘
氏
、

高
村
正
彦
氏
４
名
に
つ
い
て
も
名
誉
顧
問
と
し
た
い
、
と
の
発
言
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。　

８　

報
告
事
項

　

定
款
31
条
に
基
づ
く
業
務
執
行
理
事
の
報
告
が
各
々
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
柴
原
専
務
理
事
か
ら
新
刀
剣
博
物
館
の
運
営
状
況
及
び
秋
の
全
国
大
会
の
概
要
及

び
協
力
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。


